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●光束測定　[ lm ]

● 分光放射分布　[ W/nm ]

● カラー測定
＊ 色度図　[ xy ]
＊ 色度図　[ u'v' ]
＊ 色温度　[ Ｋ ]
＊ 演色性

＊ ＬＥＤを測定するために開発されたハンドヘルド光アナライザー ＊

◇ＬＥＤ、ＬＥＤモジュールやその他の光源のための光測定器

◇測定器は小型積分球を内蔵し、光束 [ ルーメン ] 測定が可能

◇さらに分光放射分布からカラー測定も可能

◇可搬性に優れたハンドヘルドタイプ

◇大型光源には外部積分球で対応（オプション）

　光源発光スペクトルの如何にかかわらず正確で絶対単位に起因している
光測定を提供することができる新しい代替光測定技術が必要とされていま
した。スペクトル計測技術はこの新タイプの光源に推薦されますが、ハイ
エンド向けの伝統的な移動格子型モノクロメーターを毎日使用される産業
応用分野の測定機器として代用するには高価であり過ぎ、またダイオード
アレイ式スペクトルメーターでは高精度測定において諸々の制限を持って
います。

　発光体の測光や色測定のための伝統的な測定器は測光用ディテクターか三刺激のフィルターにかけられたディテクターで組
立てられています。それらのスペクトル感度は人間のスペクトル感度 V( λ ) と近似し、ＣＩＥとＤＩＮによって標準化されて
いる x、y、z の色カーブと可能な限りスペクトル感度は合わされています。このタイプの光測定器が何十年間も、研究および産
業分野における全種類の光測定アプリケーションのための基本的なツールでした。しかし、今日の照明産業は、新しい光源技術
によって変えられつつあります。伝統的な白熱電球は放電ランプ、ＬＥＤや有機的ＬＥＤ (OLED) に取り替えられてきています。
これらのいずれの光源も狭帯域放出スペクトルを持っている特長がありますが、この狭帯域スペクトルが従来の測定技術を不安
定にしています。

Bi-Tech センサーは積分ディテクターと
ダイオードアレイディテクターが一体と
なり、相互の短所を互いの長所で補完し
あった技術です。例えば、積分ディテク
ターは入射光の光強度を正確に測定でき
ますが分光測定はできません。一方ダイ
オードアレイディテクターはスペクトル
分布の測定はできますが、光強度の正確
な測定はリニアリティの欠如から測定の
不確実性が高いと言う性質があって信頼
性に欠けます。
そのため、積分ディテクターが光強度
測定を担い、ダイオードアレイディテク
ターにスペクトル分布測定を担わせた技
術が Bi-Tech センサーです。

Ｂｉ - Ｔｅｃｈセンサー：

概要：

　これらの制限を解決するために、Gigahertz-Optik 社は豊富な経験と技
術を駆使し自社開発の新しいセンサー技術 (BTS256P Bi-Technology)、 Bi-
Tech センサーを生み出しました。このセンサーはまさにフォトダイオード
とダイオードアレイ技術の良い点を取り出し、相互改良して結合した新し
い技術です。
紹介しております BTS256-LED テスターはコンパクトなこの Bi-Tech セン
サーをもった最初のハンドヘルドライトメーターで、プリント基板に組み
込まれた単一ＬＥＤに関する光束の特性、分光放射分布、および色のデー
タを測定してくれます。
内視鏡、バンドルファイバー光源や集光光学系光源、および他のスポット
光源の測定にも使用されます。

　目標とするスタンダードスペクトルと完全マッチした理想的な積分フィルターディテクターが存在していないので、校正用光
源と異なった分光分布を持つテスト光源を測定するとき、その測定不確実性は、通常光源より高まるか、またはしばしば未知と
なります。

分光放射分布

色度図（上図：xy　下図：u'v'）
BTS256P Light Detector Basic Set-up Design



③一般仕様

　内蔵積分球  内径：５０ｍｍΦ、 ポート径：１０ｍｍΦ

　電源 ５～７ＶＤＣ、２５０ｍＡ

インターフェイス  ＲＳ２３２、１１５２００ボー

 ＵＳＢ - ＲＳ２３２コンバート

　温度  動作時：１０～３０℃、保管時：- １０～５０℃

　寸法 /重さ １６０×８５×６０ｍｍ /５００ｇ

①積分センサー仕様
　積分時間設定  １００μｓ～６ｓ

　Ａ　Ｄ　Ｃ  １２ビット

　光束分解能  ０．１ミリルーメン

　最 大 光 束  １０, ０００ルーメン

　仕様

　高精度モデルの紹介　Ｘ４　Light Analyzer
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オプションの外部積分球と組み合わせて、ＬＥＤアレイや完全な発光体を測定することができます。

●１５０ｍｍ径 積分球

ＵＭＢＢ - １５０- ＢＴＳ - ＬＥＤ

●２１０ｍｍ径 積分球

ＵＭＢＢ - ２１０- ＢＴＳ - ＬＥＤ

●５００ｍｍ径 積分球

ＵＭＢＢ - ５００- ＢＴＳ - ＬＥＤ

②スペクトルセンサー仕様
　積分時間設定  ３０ｍｓ～３０ｓ

　測定スペクトル  ３６０～８３０ｎｍ

　ピーク波長精度  ±１ｎｍ

　ドミナント波長精度  ±１ｎｍ

　色　温　度  １７００～１７０００Ｋ

    演　色　性  Ｒａ、Ｒ１～Ｒ１４

用途：
　放電 /白熱ランプ、ＬＥＤ、有機ＬＥＤ、ディスプレイ、
モニターなどの光源の下記測定に最適です。

　１．照度、放射照度
　２．光度、放射強度
　３．ＬＥＤ 光強度
　４．光度、放射強度分布
　５．光束、放射束
　６．カラー
＊一部オプションの必要となる測定もあります。＊

　Ｂｉ-Ｔｅｃｈ センサーを搭載した最初の光アナライザー
　　波長範囲 ３１５～１０５０ｎｍを高品質測定

　　　　（注意：上記波長範囲は３個のセンサーでカバーした場合）

オプション（外部積分球）




